
東日本大震災から５年目の被災地を訪問して 

期間：2016年3月10～11日 

訪問地：荒浜 - 閖上 - 荒井 - 野蒜 

写真は荒浜に新設された防潮堤と津波で破壊された松林 



[2016年3月10日(木)] 
 久しぶりに仙台の宮城教育大学を訪問し，午後からスタッフの先生方や学生君たちと一緒に津波被災地視察研修に同行さ
せて頂いた．この視察研修には愛知教育大学の学生君たちも参加されている由，30人乗りのバスはほぼ満席となった．訪問
先は若林区霞目の浪分神社，荒浜地区と，名取市の閖上地区であった．荒浜地区はほとんど変化がなく，震災遺構として保
存が決まった荒浜小学校では校舎の補強工事が行われていた．閖上地区は嵩上げ工事の真っ最中で，土砂を積んだダンプ
カーがひっきりなしに走り回っていて，閖上中学校には近づくことができなかった．津波で亡くなった閖上中学の生徒14人
の慰霊碑や，中学校の近くにあった仮設小屋“閖上の記憶”は日和山の近くに移設されており，新たに名取市によって建立
された慰霊碑には犠牲者990人の氏名が刻まれていた．帰路，閖上五叉路で皆さんと別れ，閖上小学校へと向かったものの，
ここでも嵩上げ工事のために校舎に近づくことはできなかった．名取市のマイクロバス“なとりん号”で名取駅を経て仙台
に戻った．  
[2016年3月11日(金)] 
 午前中は地下鉄東西線の東端，荒井駅の周辺を歩いてみた．駅舎の一角に新設された“せんだい3.11メモリアル交流館”
を訪問するのが目的であったが，付近に続々と建設が進められている瀟洒な戸建て住宅やマンション，震災復興住宅として
の市営住宅，荒浜小学校がこの4月から合流することになる七郷小学校や七郷中学校，七郷小学校の前身である荒井小学校発
祥の地である七郷神社，荒井小学校用地応急仮設住宅などを次々に訪問し，近隣の方々とおしゃべりしているうちに，予定
していた女川・石巻を訪問する時間がなくなってしまった．最後に訪問した仮設住宅は以前にも訪問したことがあったが，
集会所におられた若林区まちづくり推進課職員の話によれば，一時は190世帯も入居しておられたのが，現在は19世帯を残す
のみで，順次，復興住宅などへの移転が進められていること，残っている方のほとんどが独居であることから健康上の心配
があってパトロールが欠かせないこと，5月9日をもって仮設住宅を閉鎖する予定になっているが，全員が出て行かれるまで
は閉鎖できないこと等々のお話を伺うことができた．最後に荒井駅に戻り，メモリアル交流館に設けられた祭壇にお参りし
てから仙台駅に向かった． 
 午後は女川・石巻を諦め，東松島市の野蒜地区を訪問することにした．これまでは代行バスを利用していたので，仙石線
ごと移設された新しい野蒜駅で下車するのは初体験であった．駅前は大規模な造成工事中で，旧野蒜駅までは徒歩25分との
こと，まずは途中の野蒜小学校跡を目指した．野蒜小学校周辺には特に大きな変化はなかったが，2月末に建立されたばかり
の閉校記念碑には心打たれるものがあった．仙石線の電車が津波で被災した場所のすぐ近くでは，作業場でタバコを吹かし
ておられた同年配の男性と話し込み，石巻で地震に遭ってから急遽，軽トラックで帰宅し，その直後に自宅で津波に襲われ
たこと，家人はすでに裏山に避難しており全員無事であったこと，津波は１階の軒下まで来たこと，津波に流された電車の
正確な位置，はては，高校時代にチリ津波で被災した女川に今で云うボランティア活動に行ったことなど，話は際限なく続
いた．旧野蒜駅はプラットホームの保存と共に，コンビニが併設された“野蒜交流センター”として機能しており，テープ
ルと椅子が置かれた休憩スペースの周囲には被災写真等が展示されていて，一角の観光案内所では宮戸島への奥松島遊覧や
民宿の案内をしていた．この野蒜地区では，津波災害を何とか免れた住宅はそのまま居住することが可能であり，嵩上げを
すれば新築も可能とのことであった．仙台駅では帰りの新幹線まで時間があったので，改札口に近い“気仙沼の寿司屋”で
にぎりとホヤの刺身，それに男山の冷酒：蒼天伝を堪能させていただいた． 
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仙台市若林区の荒浜小学校 

校舎２階東から津波の到来方向を見る 

津波襲来の痕跡を残す１階の教室 



荒浜小学校の校門前に掲示されていた仙台市の津波対策の概念図 
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名取市閖上の日和山に置かれていた 
昭和三陸津波の『地震津波記念碑』 



閖上中学校に置か
れていた閖上中学
生徒のための慰霊
碑と[閖上の記憶]
は嵩上げ工事のた
めに日和山の近く
に移設されていた 

 閖上の記憶に掲示されていた                     
『3.11 追悼の集い』への参加 
 を呼び掛けるポスター(上)と 
 翌日実際に行われた追悼の集 
 いで飛ばされた『メッセージ 
 風船』(下,朝日新聞3/12より) 

津波の犠牲になった14人 
の閖上中学生徒のための 
慰霊碑．碑の手前に野球 
のホームベースが置かれ
ているのは犠牲者の１人
が野球部に所属していた
ためで，碑の両脇の机上
には犠牲者全員に宛てた
メッセージが書き込まれ
ている． 


